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I　「魅力ある講義」とマルチメディアと

インターネット

現在の新入生は子供のころからテレビなど映像とコ

ピーの文化のもとで育ってきた。教官の板書を修行僧

よろしく黙々とノートに書き写す形式の大学の講義は、

そのような学生にとってこの情報化時代からとりのこ

された形式と映ってもいたしかたない。最近の学生の

授業中の私語には教官だれもが悩まされるが、これも

講義を面白くせよとの要求の一種かもしれない。さら

に最近の大学に対する社会の厳しい目を背景に、大学

に関する出版物では大学の講義をあまりに時代に取り

残されたものとして批判した論が多い。

大学間の競争に負けないための社会へのアピール、

学生の私語としてあらわれている陪黙の要求、さらに

はある学問分野の存続をかけての魅力アピールなど

「魅力ある講義」は時代の要請といってよいのであろ

う。しかし、難解なほど高度な講義である、大学はわ

かっていないことを教えるところだ、と考え、講義の

技術について反省しこともない大学教官にとって、急

に魅力ある講義と言われてもどこから手をつければよ

いのかとまどいのなかにある。もとより大学教官は研

究でのみ評価される立場に置かれており、講義の改善

に関する努力は報われることばないことも関係してい

る。

そこで手近なところで、世間で最近良く言われてい

るマルチメディアを講義に活用する試みとなる。確か

に予算はつきやすく、機材はそろうのであるが、マル

チメディアを活用した教育とは一体どのようなもので

あろうか。自身が板書とノートで育ってきた大学教官

にとってそのイメージは漠然としている。普通、マル

チメディアとは以前の「視聴覚」とたいしてかわらな
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い イ メ
ー ジ で とら え られ る｡ い わゆる マ ル チ メ デ ィ ア

教室とは ビ デ オ棟材
･

大型 テ レ ビ ある い は 教室中に 配

置された テ レ ビ と オ ー デ ィ オ 設備とい うもの を考 え る

の が
一

般 で あり ､ そ の よ うに 整備 さ れ て きた ｡ しか し

こ の ような設備 で 魅力ある講義法 の 試行が 実際なされ

て き た の で あろ うか ｡ こ れら は放送教材や ビ デ オ 教材

の 開発や 利用を想定 した もの で ある が ､ ご承知 の よう

にそ の 歩み は遅 々 た る もの で あ る｡ 教官自ら ビ デ オ 教

材を制作編集 で き る と は 思い もよ らな い し､ 市販 の ビ

デ オ教材 に して もそ の 高価 さ に なか な か 購入 が おぼ つ

か な い ｡

変革は ､ 意外な と こ ろ か ら急速 に 興 っ て き た ｡ そ の

もとは 電子 メ
ー

ル で ある ｡ 電子 メ
ー

ル は 世界中の 無停

止 の ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ ソ 間を網状 に 結び ､ 特定 の ア ド

レ ス を も つ ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ ソ に テ キ ス ト フ ァ イ ル を

送信す る しく み で ある｡ フ ァ イ ル 送信の 電子 メ
ー

ル が

F T P ( フ ァ イ ル を取 っ て く る しく み) へ と進む｡ 通

常 ､ ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ ソ 上 ( U N I X - O S 上) で は フ ァ

イ ル の 属性 は き び しく管理 され ､ a n o n y m o u s ( 不 特

定他者) の ア ク セ ス は で きな い の で あ るが ､ そ れを許

可 す る部分 を つ く り､ 外部か ら 自由に コ ピ
ー して 良 い

フ ァ イ ル を置 く こ と に した ｡ さ ら に こ れをH T T P へ と

発展させ る こ と で 現在 の イ ン タ ー ネ ッ ト へ の ひ ろ が り

が 生 まれ た｡ H T T P は特定 の ア ド レ ス の ワ
ー

ク ス テ
-

シ ョ ソ に ア ク セ ス し､ 取 っ て きた フ ァ イ ル を 直ち に 画

面 に 表示す る しく み で あ る｡
コ ン ピ ュ

ー

タ上 の フ ァ イ

ル で あればテ キ ス トに 限らず画像 で も プ ロ グ ラ ム で も

ビ デ オ フ ァ イ ル で も バ イ ナ リ フ ァ イ ル と して や り と り

が 可 能 で あ る ｡ H T T P の ブ ラ ウ ザ ( フ ァ イ ル 表示 ソ フ

ト) に テ キ ス ト の み な らず画 像 ､
ビ デ オ の 表示の 機能

をもた せ る こ と で ､ こ こ に 同
一

画面 上 で 世界中の ワ
ー

ク ス テ
-

シ ョ ソ 上 の テ キ ス ト と画 像 フ ァ イ ル を 表示す

る しく み が成 立 した ｡ ま た ､ ブ ラ ウ ザ を O S 毎 に 用意

す る こ と に よ り､ ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ ソ
､

パ ソ コ ン の 機

種 の 壁が なく な っ た こ とも大き い ｡ こ の しく み を総称

して W W W ( ワ ー ル ド ワ イ ド ウ ェ ッ ブ) と よぶ ｡ フ ァ

イ ル の 作成側 か らす る と情報 を自分の ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ

ソ に 置 い て おけば､ 世界中か らの 自由なア ク セ ス に よ

りそ れを世界中に発信 で きる こ とに なる｡ こ の イ ソ タ -

ネ ッ ト上 の W W W と い う しくみ は ､ 他者 の ア ク セ ス に

より フ ァ イ ル そ の もの ( コ ピ ー

で あ る が) を無条件 に

送信す る とい う点 が ､ 放送や 出版と根本的 に 異なる 点

あ る｡

W W W ペ ー ジ上 で は 同
一

画面 上 で テ キ ス ト ･ 図 ･ 映

像資料 (写真
･ ビ デ オ) が 提示 可 能 で ある ｡ こ の こ と

は 従来 の パ ソ コ ン 上 の プ レ ゼ ソ テ
ー

シ ョ ソ ソ フ ト で 可

能 に なり つ つ あ っ た の だ が ､ 資料作成 が よ り簡単 で あ

る こ と ( テ キ ス トだけ で もよ い) ､ 機種を越 え た 世界

共通 の 形式な の で 作成資料 がそ の まま情報発信 に な る

とい う点が 大きく異 な る｡ しか も こ れ は現状 で あり
,

3 次元映像,
ビ デ オ 会議,

ペ ー ジ上 で の プ ロ グ ラ ム の

実行な どとイ ン タ
ー ネ ッ ト の 利用法 はまだまだ進展中

で ある ｡ ｢ マ ル チ メ デ ィ ア の 本命 は イ ソ タ - ネ ヅ 卜+

と 呼ばれる 所以 で ある ｡

本学 で も昨年度より学内L A N に よ り 全学的 に イ ン

タ
ー

ネ ッ トを利用す る環鏡が 整備され た｡
こ の 環境 の

目的 は研究情報 の 交換 が おもで あ る が ､ 教育 ･ 講義に

も活用 で き る可 能性が あ る｡ 今後世 の 中を 大きく変 え

て ゆ く で あ ろうイ ン タ ー ネ ッ ト こ そ ､ 魅力あ る講義の

何た る か に 悩ん で い た 大学教育に も変革をもた らす契

機 と な る か も しれな い ｡ 大学教育開発研究 セ ン タ ー で

は 本年度 の 教育研究学内特別経費 に よ り マ ル チ メ デ ィ

ア 教育 へ の 取 り組 み をお こ な っ た ｡ ま た ､ 工 学部 で も

本年度 よ り ｢ マ ル チ メ デ ィ ア 教育推進作業部会+ を 組

織 して ､ イ ン ター ネ ッ トを 中心 と した マ ル チ メ デ ィ ア

の 教育 へ の 応用 を 試行 して い る｡ 筆者 は 両者 に参 画 し

て お り ､ そ の 取 り 組み の な か か ら化学分野に おけ るイ

ソ タ - ネ ッ ト上 の 教材作成 と講義 - の 適用例を紹介する｡

ⅠⅠ マ ルチメデ ィ ア教材の 実験説明および

講義 へ の 活用

図 1 が 化学系 の 基礎実験 に おけ る実験説 明に おい て

マ ル チ メ デ ィ ア 教材を使用 し て い る例 で あ る｡ まず実

験の 背景説明が テ キ ス トと映像で 示され る｡ た とえ ば

こ こ で は ｢ 滴定+ の 実験 を行うの で あ る が ､ 環鏡問題

に おけ る分析法 の 重要性が 映像､ 図 に よ り説明され る｡

背景説明 に つ づ き実験 テ キ ス トに従い 実験手順が 説明

され る ｡ テ キ ス トをそ の まま提示 し､ ポイ ン トが 示さ

れ ､ 要所に 実際 の 手順を示す ビ デ オが 紹介 さ れ る｡
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図1 実験説明におけるマ ル チメデ ィ ア教材の使用

図 2 が 学部 1 年生向 け の 専門 へ の 入 門講義 で あ る

｢ 化学工 学基礎+ における W W W 教材使用例 で あ る｡

こ の 講義 は ケ ミ カ ル エ ソ ジ ニ ア と して の 基本事項 の 単

位換算や物質収支､ 熱収支を教 え る講義 で あ る｡ そ の

内容 は 高校 に おけ る い わ ゆ る 化学 の 計算問題 の 延長 で

あり､ 数式と計算演習の 連続 で あ る｡ 例えば空気を冷

や した場合 に凝縮す る水 の 量 ､ ガ ス を燃 や した ときに

発生す る 熱量 な どの 計算 で ある ｡ そ の た め ､ ともすれ

ば学生 に と っ て 無味乾燥 に映 る 内容 で あ る ｡ そ こ で 学

生 に配布して い る講義資料と同
一

の もの を教室 の ス ク

リー ン に 提示 した 上 で ､ 演習 に 関係 した 実際 の 化学 プ

ラ ン トや楼器 ･ 実験 の 映像資料 を 示 し､ こ の 演習問題

が 将来 の ケ ミ カ ル エ ン ジ ニ ア に と っ て ど の よう な場面

で 役立 つ か の 説 明 に重点を置 い て い る｡ 各種 の 図､ 写

真､ ビ デ オ を瞬時 に切 り替 え ､ 同 一 画面 上 で 手際 よく

解説 で き る こ と は W W W 教材 の 特徴 で ある ｡ も ち ろ ん

講義 の 目 的は 各自で 化学 プ ロ セ ス に 関す る演習問題を

計算さ せ る こ と に ある の だが ､ 具体的なプ ロ セ ス の イ

メ
ー ジ を持 た せ る こ と は 問題 - の 取 り組み 姿勢に 良い

効果が ある と考 え て い る｡

使用機材 こ れらの 教室 で の 試行 に おけ る使用機材 は

パ ソ コ ソ と プ ロ ジ ェ ク タ ー

の み で あ る｡ 今の と こ ろ大

画面 で 明る い プ レ ゼ ソ テ
ー

シ ョ ソ 用機器 は 未だ 開発途

上 の 技術 で あ る｡
マ ル チ メ デ ィ ア 対応と して 現在広く

普及 して い る マ ル チ キ ャ ソ プ ロ ジ ェ ク タ ー は ビ デ オ の

提示 に は 良い も の で あ るが ､ テ キ ス ト の 提示 に は 満足
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方程式の記述は下のようになる.

敬壁ヨ
▲

)i

/

液晶プロ ジ ェ クタ
に よるパ ソ コ ン

画面 の提示

図2 ｢ マ ル チメディ ア講義+ の試み

で き るも の で は ない ｡ しか も明る さは 十分で なく､ 高

額 な 機器 で ある ｡

一

方 ､ 液晶方式 の プ ロ ジ ェ ク タ ー

は

1
,
0 00 ル ク ス 以 上 で ､ O H P 程度 の 明 るさを持 つ もの が

パ ソ コ ン なみ の 価格 で 商品化 され て きた ｡ こ の 程度な

ら教室を 暗く す る こ と な く パ ソ コ ン 画 面 の 提示 が 可 能

で ある ｡ 液晶の 制約か ら画 面の 画素数 は6 4 0 ×4 8 0 ド ッ

トで あ るが ､ テ キ ス ト も ビ デ オ も十分明瞭 に提示 可 能

な レ ベ ル に ある ｡ ( もう 2
,

3 年後 に8 00 ×6o o ド ッ ト

の 液晶方式 の プ ロ ジ ェ ク タ
ー が 普及すれば学会発表な

ど で 全面的 にO H P と入 れ替わる で あろう ｡)

パ ソ コ ン の 方 は 現在普通 に購入 で き る 機種で ､ ビ デ

オ提 示 ･ イ ン タ
ー ネ ッ ト接続 な ど十分 な 性能 を持 っ て

い る｡ 自分 の 教材 の み な らす ､ 教室 に ネ ッ ト ワ
ー ク コ

ソ ゼ ソ トが あれば､ イ ソ タ - ネ ッ ト上 の 関係資料 が そ

の 場 で 提示可 能 で あ る｡ 試行 し て い る 自称 ｢ マ ル チ メ

デ ィ ア 講義+ で は ､ タ ブ レ ッ トに よ る 画面上 へ の 書き

込み が ポイ ン トで あ る｡ タ ブ レ ッ ト上 で 電子 ペ ソ を操

作 して
,

パ ソ コ ン 画面上 に マ ー ク した り 文字を書 い た

りす る こ と で ､ 従来の 板書 に 代え て い る ｡ テ キ ス トや

図 は画 面 上 に 提示 さ れ て い る の で ､ そ の 上 に マ
ー ク を
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したり ､ 書き込 み をす る こ と で 内容 の 理解を助け よう

と い う 工 夫 で あ る ｡ 電子 ペ ソ の 操作 に は 若干慣れ が 必

要 で あろ う｡

ⅠⅠⅠ イン タ ー

ネ ッ ト上の マ ルチメデ ィ ア

教材作成

教室 で 提示する教材 はイ ソ タ - ネ ッ ト上 の W W W ペ ー

ジ と して 作成 して い る｡ そ れらは ､ イ ン タ
ー ネ ッ ト上

の 新潟大学 ホ
ー ム ペ ー ジか ら工学部､ 化学 シ ス テ ム 工

学科 と た ど っ た ､ ｢ 化学 工 学資料 の ペ ー ジ+ 上 に 置 か

れ て い る ｡ こ こ に 上記 ｢化学 工学基礎+ を は じ め と し

て 公開可 能な 教材 を 見 る こ と が で き る｡ こ れら試行的

教材 の 実際 の 作成方法を以下 に紹介す る ｡ W W W ペ ー

ジ ( H T M L) の 作成法 は参考資料 が 多くあ る の で ､

こ こ で は 教材作成実務に必 要な注意点だけを紹介す る｡

な お ､ こ こ で は W i n d o w s 環境 で の 作業 に 限 っ て い る｡

( 以下､ [] は操作,
< > は プ ロ グ ラ ム ･ ソ フ ト名, ( .)

は フ ァ イ ル 名)

まず情報発信 の 前提 と して
,

イ ソ タ
-

ネ ッ ト の ホ
ー

ム ペ ー ジが 立 ち上 が っ て い る ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ ソ に フ ァ

イ ル を置け る環塙が 必 要 で ある ｡ しか し作成時, 確認

や ､ 自分 の パ ソ コ ソ で 使用する だけなら,
イ ソ タ -

ネ ッ

ト に接続 して お く 必 要 は な い ｡ こ の 場合 < ブ ラ ウ ザ >

は 単 な る プ レ ゼ ソ テ
ー

シ ョ ソ 用 ソ フ トと な る｡ 現在お

よ び こ こ 数年 は プ ロ ジ ェ ク タ の 画面解像度が64 0 ×48 0

ド ッ トな の で
,

W W W 教材も こ れを念頭に 作成す る｡

テ キ ス ト ワ
ー プ ロ な ど で 作成 して あ る 手持 ち の 講義

資料 が あれ ば ､ そ の ま ま地 の 文 の 部分を < H T M L

E di t o r > で H T M L フ ァ イ ル にす る｡ 変) ま り大き な フ ァ

イ ル に な ら ない よう , 各 ペ ー ジ 2 - 3 画面 にま と め る｡

各 ペ ー ジは 文中の リ ン ク に よ り関係 づ け られ る｡ リ ン

ク の 下位 の ペ ー ジか ら
, 演習問題- → 本文 - 目次 と作成

す る｡

一

行 の 文字数や 文字 の 大き さ は提 示 時 に < ブ ラ

ウ ザ > の 方 で 規定 さ れ る の で
, 作成時 は 考慮す る 必 要

は な い ｡ 段落毎に 改行記号を 入 れれば良い ｡ W W W ペ ー

ジ の 画面 上 で の 表現は 今 の と こ ろ限定された もの しか

なく , 表組み , 箇条書き
,

イ タ リ ッ ク程度が使用可 能

で あ る｡ 本文中の 変数 の 記号に つ い て は 全角文字 の 強

調 イ タ リ ッ ク と し
,

下 つ き添 え字は
`̀ ”

,
上 付き は

"
〈

''

を ロ
ー

カ ル な約束 と し て い る ｡ 文中に おい て リ ン

クす る フ ァ イ ル 名は ( . h t m l) と記述 し
,

小文字 に 統

一

し て おく ｡ なお､ D O S 上 で の H T M L フ ァ イ ル 自身

の 拡張子 は ( . h t m ) だが
,

W W W を の せ る ワ
ー ク ス

チ
-

シ ョ ソ に [ F T P] す る とき に ( . h t m l) に変更す

る ｡ H T M L フ ァ イ ル は テ キ ス ト形式 で [F T P] す る ｡

数式 ･ 図 現在 の H T M L で は 数式を表現 で きない の

で
,

あ る程度複雑 な数式 は画像 と して 作成す る必 要 が

あ る｡ 因も パ ソ コ ン 画面上 で 作成す る｡ 印刷 と違 っ て

自由に カ ラ
ー

で の 表現が で き る｡ す で に 印刷 した 図を

ス キ ャ ナ で 取 り込む こ と も可 能 で あ る が
,

ド ッ ト数の

関係か らきれい な 図に は なか なか な ら な い ｡ 手間 は か

か るが
,

パ ソ コ ン 画面 上 で 図を作成 した い ｡ 図 の 大き

さは フ ァ イ ル 転送速度の 関係 か らな る べ く小さく作成

した い ｡ しか し
,

テ キ ス ト と異 な り図 は作成 した ド ッ

ト数そ の まま で < ブ ラ ウ ザ > で 表示 され る の で 小 さす

ぎて も見 にくく な る ｡ 3 00 ド ッ ト角程度が 基準 と な る｡

パ ソ コ ソ 画面上 で 作成 した 図を フ ァ イ ル にす る に は使

用 の ワ
ー プ ロ や 描画 ソ フ ト で パ ソ コ ソ 画面 上 に 措き

,

[ c o p y] キ イ で 画面 コ ピ
-

｡ < W i nJ P E G > を立ち 上

げ [ p as t e] ｡ 使用す る 部 分 を切 り 取 り ([ c o p y] ,

[ p a st e]) , ( . g if) 形式 で 保存｡ 図の 見栄 え に 凝 る場合

は < G IX > で 透明化, イ ン タ
ー

レ
ー ス 化を お こ な う｡

ワ
ー ク ス テ -

シ ョ ソ へ は バ イ ナ リ フ ァ イ ル で [ F T P ]

す る｡

写真 で き 上 が り の ド ッ ト が粗 い の で
,

画 像 フ ァ イ ル

作成時 に は 高解像度 は 要求 さ れ な い ｡ デ ジ タ ル カ メ ラ

は撮影 した もの が 直接 フ ァ イ ル とな るの で 便利 で あ る｡

最新 の デ ジ タ ル ビ デ オ な ら静 止 画入 力用 と し て も十分

使用可 能 と の こ と で あ る｡ プ リ ン ト写真 は ス キ ャ ナ
ー

で フ ル カ ラ
ー ( . b m p) で 取 り込 み ,

2 56 色 ( . gif) に

変換す る ｡
パ ソ コ ソ 上 の ソ フ トで 文字 を入 れた り合成

す る こ と が簡単 で ある ｡

ビデオ 取り込み 用 の 映像は家庭用 ビ デ オ で と ? た も

の 程度 で 十分 で あ る｡ ｢ 手 ぶ れ+ が 仕 上 が り に 大きく

影響す る の で
,

撮影時 に は な る べ く 三 脚を 使用す る｡
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撮影映像を い わゆ る マ ル チ メ デ ィ ア パ ソ コ ン の ビ デ オ

キ ャ プ チ ャ
ー

機能 で 取 り込 み ,
フ ァ イ ル と す る｡ 取 り

込 み 条件例 は 画面32 0 × 24 0 ド ッ ト
,

フ レ
ー ム レ

ー ト

6/ s , 音声 8 ビ ッ ト モ ノ ラ ル ｡ ビ デ オ 編集 ソ フ ト で タ

イ ト ル 等を 入 れる｡ Ci n e p a k 圧 縮 で ( . a v i) フ ァ イ ル と

す る｡ 圧縮作業 は 数時間を要す る｡ W W W 上 で は < メ

デ ィ ア プ レ
ー ヤ ー > で ビ デ オ フ ァ イ ル が 再生 され る ｡

ビ デ オ フ ァ イ ル は液晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー

で も十分きれい

な映像 が 提示 可 能 で あ る｡ 音声 が 明瞭 な の も利点 で あ

る｡
ビ デ オ フ ァ イ ル は どう して も大き く な り､ 上 の 条

件 で も6 0 秒 で5 M B 程度 の フ ァ イ ル となる ｡ し た が っ

て
,

ひ と つ の ビ デ オ の 長 さ は1 分程度 が 最大限度 で あ

ろう｡ そ れ で も転送速度 の 関係 か ら学外 か ら ア ク セ ス

して 見 る の は実用 上 不 可 能 で あ る｡
ビ デ オ フ ァ イ ル に

関 して は 学内ネ ッ ト ワ
ー ク 上 で しか 今 の と こ ろ使 え な

い で あろ う｡ ビ デ オ フ ァ イ ル に つ い て は機種 の 壁 が あ

り,
< V f W > で M a c i n t o s h 用 の Q u i c k T i m e ビ デ オ フ ァ

イ ル ( . m o v) に 変換す る ｡

以上 , 筆者 の 教材作成 の 方法を紹介 した が ､ こ の よ

う にW W W ペ ー ジ の 製作 は た と え ば従来 の ビ デ オ教材

の 作成よ り数段簡単 で あ る｡ ワ
ー プ ロ で 図などを入 れ

た 講義資料を作成 し て い る教官な ら､ そ れをす ぐに

W W W ペ ー ジ とす る こ とが で き る ｡

な お ､ W W W 教材作成 で は既成 の 教科書, 出版物 か

らの 図 ･ 写真 の ス キ ャ ナ で の 取 り 込み は で きない もの

と考 え た ほ うが 良い ｡ さら にイ ソ タ - ネ ッ ト上 で 既 に

公開されて い る資料 で さ え も
,

普通 は著作権 主 張が な

され て おり無断使用 は 控 えた 方 が よい ｡ 教材用 の 図 ･

映像資料 は 自分で 作成 ･ 取材す る か , 個 々 に著作権者

に 公開をお願い す る しか な い の が 現状 で ある ｡

イ ン タ
ー ネ ッ ト の 世界 は文字通 り 日進月歩 ､ 本稿も

既 に過去 の 情報 で あ る ｡ H T M L も普通 の ワ
ー プ ロ ソ

フ ト上 で 作成 で き る よう に な っ て い る｡ W W W ペ ー ジ

制作者 は 最新情報 へ の 注意 が肝 心 で ある｡

Ⅳ イ ンタ ー

ネ ッ トと大学教育

イ ン タ
ー

ネ ッ トと著作権 イ ン タ
ー

ネ ッ トで 世界中の

W W W ペ ー ジを た ど っ て も,
ほ と ん ど が組織の 紹介程

度 で
, 教育 や 現場 に実際に 役立 つ 情報は ごく少な い の

が 現状 で あ る ｡ 始ま っ た ばか り と い う こ と もあ る が ､

こ れは 情報そ の も の ( フ ァ イ ル) を ア ク セ ス した 者 に

無条件 に送信す ると い う イ ソ タ - ネ ッ ト の 基本的 しく

み か ら く る もの と も言え る ｡ つ ま り
,

イ ソ タ
- ネ ッ ト

上 で 公開 さ れた 情報 に は 著作権を保証す る手段 が ない

の で あ る｡ 変) る著者 が 自分の ペ ー ジは ア ド レ ス を宣伝

して い な い か らと い う こ と で ､ 自身で は 公開 した つ も

り で は な く て も､ リ ン ク が あれば見 られ て しまう し､

フ ァ イ ル を コ ピ ー され る ｡ 実際, イ ン タ ー ネ ッ ト上 で

は情報収集 ロ ボ ッ ト が活動 し て おり､ こ れ に より ドメ

イ ソ 名の つ い た あら ゆ る ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ ソ 内の ペ ー

ジは キイ ワ
ー ドが 収集 さ れ ､ サ

ー

チ エ ン ジ ン 上 か ら検

索可能と な っ て い る｡ い っ た ん ア ク セ ス した ペ ー ジは

パ ソ コ ソ 上 で 図を含 め再構成 して ､ 自分 の フ ァ イ ル と

して しまう こ と も簡単 で あ る ｡ こ れ ら の こ と か らもイ

ン タ ー ネ ッ ト 上 で は す べ て の 情報 は 自分の パ ソ コ ン の

上 に あ る の と同様に 他人 の パ ソ コ ン 上 に もある｡ すな

わち ｢ イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 情報 は共有+ が 実態と し て

ある ｡ イ ン タ
ー

ネ ッ ト に参加 した W W W ペ ー ジ制作者

は こ の よう な こ とを覚悟 で 情報発信を しな く て は な ら

ない ｡ ( しか し､ 現状 で は企業関係など多く の W W W

ペ ー ジは 著作権 主 張を して い る｡ 私見 で は 上 記 の イ ソ

タ
- ネ ッ ト の しくみ そ の もの か ら著作権 主 張 は で きな

い の で は と思う ｡)

イ ン タ ー ネ ッ トを教育 に活用 しようとす る場合 の 関

門 が こ の 著作権 に か か わ る 点 で あ る｡ 権利とま で は 言

わ な い ま で も､ 自分が 作成 した 貴重な図 ･ 資料を見ず

知らずの 他人 に勝手 に コ ピ ー さ れ ､ 無断使用され る こ

と は 気分的 に も良くない ｡ よ り基本的に は ､ 大学 の 講

義 の 内容 は授業料 を 払 っ た学生 に しか公開 で き な い と

い う考え 方も当然 で あ り ､ イ ン タ
ー ネ ッ ト上 で の 教材

公開 に 否定的 な 教官 の 意見も正 当 で あ る｡ しか し､

｢ ネ ッ ト ワ
- 上 の 情報 は 共有+ の 原則を部分的 で も認

め る 教官 の 参加 と 協力 に よ り
, 各自が 少 しず つ で も公

開 して よ い と考 え る教材資料 を 共有す る こ と で
,

全国

的 に は 大きな教育資源 に成 り 得 る可能性が 大き い ｡ 特

に 工 学各分野 の 教育 に おい て は 世界的に 共通 カ リ キ ュ

ラ ム が 成立 して い る｡ 同 じ講義を して い る教官 が 全国

に何十人 と い る わけ で
,

こ れら の 教官が gi v e & t a k e
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の 協力に よ り ､ 分担 し て 全国共通教材資料を作成す る

こ と が 可 能 な基盤 が で き て い る の で あ る｡

教材の 取材 言うま で もなく教材は な か み が 肝心 で あ

る｡ W W W ペ ー ジ は そ の 作成自体 は 簡単 で あ るが ､ い

ざ図や 映像資料 を取 り入 れ よう と す る と 著作権 の 問題

が 出て く る ｡ 個人 で 情報発信をす る こ とば ､ は じめ て

個人 で 著作権 の 問題 に 直面す る こ と で ある ｡ 原則と し

て は制作者 は 自前 で 映像資料 を作成す る しか な い ｡ 簡

単な化学実験程度 は 自分が 出演 した ビ デ オ を 製作すれ

ば済む の で あ る が ､ 技術者教育に は生産現場に 関す る

映像資料 が ぜ ひ と も必 要 で ある ｡ 工 学部 で 教え る こ と

は 必 ず そ れが 応用 さ れ る こ と を 想定 して い る モ ノ や プ

ロ セ ス が あ る｡ 実際の 生産現場 や モ ノ を示 しな が ら関

連 の 事項 の 説明 ･ 演習をお こ なわせ る こ と が 工 学部 に

お け る ｢ 魅力ある講義+ の 第
一

歩 で は ない か と筆者 は

考 え る｡ 今回 の マ ル チ メ デ ィ ア 教材 に も実際 の 化学 プ

ロ セ ス の 映像資料を で き る だけ 取 り入 れて い る｡ しか

し工 学関係 の 企 業 は 秘密 に厳 しい の が
一

般 で あり ､ プ

ラ ン ト
･ 機器莱頁の 映像資料 の 入 手 は通常 の ル

ー

ト で は

な か な か 困難 で ある ｡ 筆者 は個人的 に 企 業に 取材 と 公

開願 い の 活動を して い る が ､ 依頼 の 文書 か ら打診 ､ イ

ソ タ
-

ネ ッ ト の 説明､ 取材許可を得 て か らの 実際 の 取

材 ､ 作成教材 の 公開承 認 の と り つ け と ､ 1 分程度 の ビ

デ オ に 半年 が か り の 作業 と な る｡ 本教材 で は試 み と し

て お こ な っ て み た が ､ 大学教官 に と っ て は 講義 の 資料

だけの た め の 作業と して は過大な負担 で あ ろう｡ 著作

権 フ リ ー

と して 映像資料 を提供 して も らう こ と 自体､

よ ほ ど の 人脈 が ない と企 業体 と して の 了承が とり に く

い ｡ 著作権 フ リ ー

の 教育用映像資料 を だ れが ､ どの よ

う に 収集す る か は 今後重要な課題 で あ る｡ た だ ､ 今後

の 情報化時代 に ､ 各業界あ るい は学会が存続をか け て

優秀 な 学生をひ き つ けて ゆ くた め に は ､ そ れぞ れの 分

野 の 魅力ア ピ - ル の 努力は必 須 と な る はず で ある か ら､

事態が 改善され る期待 は 持 っ て い る ｡

教材共有化 イ ン タ
ー ネ ッ ト上 で 教材を公開す る こ と

ば教育内容 を 公開す る こ と で あ る｡ 従来同 じ分野 で さ

え教育内容 の 情報交換 は なか な か で きなか っ た｡ イ ン

タ ー ネ ッ ト上 で は 各大学 の シ ラ バ ス の 公開が 始ま っ て

お り､ さ ら に 今後教材公開と情報交換 が 進展す る で あ

ろ う｡ 大学間の 情報交換 に よ り教授内容 の 検討 や 教材

の 共有化 が進 め ば､ こ れも大学講義を改善す る た め に

役 立 つ に違 い な い ｡ 上 で 述 べ た 各業界同様､ より 魅力

あ る 教材 を提供 して 学生に ア ピ
ー

ル で き る学科 や 学問

分野が 今後 の 各種 の 競争 に 有利となる の で は ない か と

考え る｡
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